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　 現 在 の 日 本 で は 少 子 高 齢 化 に よ っ て 様 々 な 問 題 が 生 じ て い る。 労 働 人 口 の 減 少
が そ の 一 つ で あ り、 労 働 人 口 の 減 少 は 社 会 保 障 負 担 や GDP 成 長 率 の 低 下 に も 影
響 を 及 ぼ す。 こ の 様 な 問 題 に 対 す る 解 決 策 の 一 つ と な る の が 移 民 政 策 で あ る と さ
れ て い る。 同 じ よ う な 問 題 を 抱 え る 他 先 進 諸 国 も、 解 決 策 の 一 つ と し て 移 民 政 策
を 進 め て い る。 こ れ は 自 国 の 労 働 人 口 の 補 完 と な る 単 純 労 働 者 と し て の 移 民 に
限 っ た こ と で は な い。 多 く の 論 文 や 研 究 で、 高 度 な 技 術 ・ 技 能 を 有 し、 受 入 れ 国
の 標 準 語 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 可 能 な 人 材 （以 下 ； 高 度 外 国 人 材） を 受 け 入
れ る こ と が で き れ ば、 受 入 れ 国 の 経 済 成 長 を 促 進、 社 会 保 障 負 担 を 軽 減 し、 そ し
て 財 政 安 定 化 に 寄 与 す る な ど の 良 い 影 響 を も た ら す こ と が 確 認 さ れ て い る。 そ の
為、 こ れ か ら の 日 本 経 済 の 成 長 の 為 に は 移 民 政 策 は 避 け ら れ な い 政 策 の 一 つ で あ
る と 言 え る。 そ こ で、 現 在 の 日 本 で は ど の よ う に 移 民 政 策 が 行 わ れ て い て、 ど の
よ う な 課 題 が あ る の か、 そ の 上 で ど の 様 な 移 民 政 策 を 実 施 す る べ き で あ る の か と
い う 問 い に 対 し、 様 々 な 論 文 や 各 国 の 事 例 を サ ー ベ イ し 議 論 す る こ と を 本 論 文 の
目 的 と す る。
　 本 論 文 で の 移 民 の 定 義 は、 正 式 に 在 留 資 格 を 有 し、 生 ま れ た 国 と は 違 う 国 で 3
か 月 以 上 生 活 す る 外 国 人 と す る。 日 本 で は 移 民 に 関 す る 法 的 定 義 が な い た め、 法
務 省 の 定 め る 中 長 期 在 留 者 が 移 民 に 該 当 す る。
　 　
　 第 １ 章 で は、 ま ず 移 民 受 入 れ の 現 状 に つ い て 述 べ て い る。 図 1 は 移 民 総 数 の 推
移 を 示 し、 図 2 は 在 留 資 格 別 の 移 民 総 数 の 推 移 を 示 し て い る。 図 1 に 見 ら れ る
よ う に、 日 本 の 移 民 総 数 が 増 え て い る と い う 現 状 に 対 し、 図 2 の 在 留 資 格 別 の 移
民 総 数 の 推 移 に 着 目 す る こ と で、 技 能 研 修 ・ 留 学 ・ 高 度 専 門 職 の 在 留 資 格 を 持 つ
移 民 の 数 の 増 加 率 が 高 い の が こ の 増 加 要 因 と な っ て い る。





( 法務省入国管理局 2014, 2018）を参考に筆者作成
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　 技 能 研 修 ・ 留 学 ・ 高 度 専 門 職 の 在 留 資 格 を 持 っ た 移 民 が 増 え た 原 因 は、 日 本 政
府 の 外 国 人 技 能 実 習 制 度 や 留 学 生 30 万 人 計 画 が 主 に 挙 げ ら れ る。 外 国 人 技 能 実
習 制 度 に 関 し て は、1982 年 よ り 外 国 人 実 習 生 を 増 や し ま た 適 切 に 管 理 す る た め
に、 様 々 な 政 策 を と っ て き た 結 果、 技 能 実 習 制 度 を 通 じ て 長 期 在 留 す る、 本 論
文 で い う 移 民 の 数 が 増 え て い る の で あ る。2008 年 に 発 表 し た 留 学 生 30 万 人 計 画
は 「グ ロ ー バ ル 戦 略」 を 展 開 す る 一 環 と し て、2020 年 を 目 途 に 30 万 人 の 留 学 生
受 入 れ を 目 指 す も の で あ る。 こ れ に よ り、2009 年 に 入 管 法 が 改 正 さ れ て、 日 本
語 教 育 機 関 に お け る 留 学 ビ ザ の 発 給 に 必 要 と さ れ る 提 出 書 類 の 種 類 が 緩 和 さ れ た
め、 日 本 語 教 育 機 関 の 数 と 日 本 語 学 習 を 目 的 と し た 学 生 が 急 増 し た。 ま た、 こ の
改 正 に よ っ て ア ル バ イ ト に 関 す る 制 限 が 緩 和 さ れ た。 こ れ ら の 要 因 に よ っ て、 図




　 現 在 の 日 本 政 府 の 方 針
3
と し て は、 日 本 国 内 で の 労 働 者 不 足 へ の 解 決 策 と し て、
既 に 一 定 の 専 門 性 ・ 技 能 を 有 し、 即 戦 力 と な る 外 国 人 材 の 受 入 れ に 対 し て は 前 向
2　「出入国管理及び難民認定法」の改正（平成 21 年７月 15 日公布）により、平成 22 年 7 月 1
日付けで在留資格「留学」「就学」が一本化されたことから、平成 23 年 5 月以降はそれまで本
調査対象外であった日本語教育機関に在籍する留学生を含めた留学生も計上。平成 22 年以前は、
参考文献（独立行政法人　日本学生支援機構　2017）
3　「経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針 2018 ～ 少 子 高 齢 化 の 克 服 に よ る 持 続 的 な 成
長 経 路 の 実 現 ～」（骨 太 方 針）（2018 年 6 月 15 日） よ り
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き な 姿 勢 が 見 ら れ る。 実 際 の 政 策 と し て は、 出 入 国 管 理 及 び 難 民 認 定 法 を 改 正 し
業 種 別 の 受 入 れ 方 針 を 策 定 す る。 ま た 日 本 語 能 力 水 準 に 関 し て は 受 入 れ 業 種 ご と
に 定 め る 方 針 を と っ て い る。 在 留 期 間 に つ い て は、 上 限 は 通 算 ５ 年 間 と し 家 族 の
帯 同 は 基 本 的 に 認 め な い も の の、 滞 在 中 に 高 い 専 門 性 を 認 め ら れ た も の に 対 し て
は、 在 留 資 格 を 永 住 者 へ と 変 更 で き る 措 置 を 用 意 す る 方 向 で あ る と し て い る。
　 こ の 切 り 替 え の 難 易 度 は、 今 回 の 改 正 に よ り 比 較 的 に 低 く な る。 出 入 国 管 理 及
び 難 民 認 定 法 に よ る と、 現 在 は ポ イ ン ト 制 度 に よ り 70 点 以 上 を 有 し、 高 度 専 門
職 の 在 留 資 格 で 3 年 以 上 継 続 し て 日 本 に 在 留 し て い る と 永 住 権 を 得 る こ と が 出 来
る。 同 様 の 制 度 で 80 点 以 上 を 有 し て い る 者 は こ の 期 間 が 1 年 に な る。
　 実 際 に 政 府 は、2018 年 11 月 に 単 純 労 働 を 含 む 外 国 人 労 働 者 の 受 入 れ を 拡 大 す
る 出 入 国 管 理 法 改 正 案 を 閣 議 決 定 し た。 人 手 不 足 の 分 野 で 一 定 の 技 能 を 持 つ 人 を
対 象 に 新 た な 在 留 資 格「特 定 技 能」を 来 年 4 月 に 創 設 し、こ れ ま で 認 め て こ な か っ
た 単 純 労 働 受 入 れ を 進 め る こ と と な っ た。 受 入 れ は 生 産 性 向 上 や、 女 性 や 高 齢 者
な ど 日 本 人 労 働 者 を 確 保 す る 努 力 を し て も 人 材 が 足 り な い 分 野 に 限 定 す る。 具 体
的 に は 農 業 や 介 護、 建 設、 造 船、 宿 泊 な ど 14 業 種 を 想 定 し て お り、 移 民 の 大 量
流 入 防 ぐ た め、 人 材 が 確 保 さ れ れ ば 受 入 れ を 停 止 す る 措 置 を と り、 ま た 施 行 3 年
後 に 制 度 を 見 直 す 方 針 で あ る。 景 気 の 悪 化 も 想 定 し な が ら、 日 本 人 労 働 者 の 補 助
的 な 受 入 れ に 留 め る と し て い る。
　 　 政 府 は 2018 年 11 月 現 在、「外 国 人 材 の 受 け 入 れ ・ 共 生 の た め の 総 合 的 対 応
策 （仮 称）」 を 年 内 に 決 め る 方 針 で、 こ こ で は 日 本 語 教 育 や 環 境 整 備 な ど よ る 外
国 人 労 働 者 の 支 援 計 画 を 示 す 予 定 で あ る。 ま た 政 府 は こ の よ う な 政 策 に 伴 い、 法
務 省 入 国 管 理 局 を 改 組 し、受 入 れ や 在 留 管 理 を 一 元 的 に 担 う 「出 入 国 在 留 管 理 庁」
を 設 け る こ と も 明 ら か に し た。
　 こ こ ま で 外 国 人 労 働 者 の 受 入 れ に 対 し て は 前 向 き で あ る が、 あ く ま で も 移 民 政
策 と は 別 の も の で あ る と 強 調 し て い る。
　 こ の よ う な 日 本 の 政 策 に 関 し て、 い く つ か の 課 題 が 考 え ら れ る。 移 民 に 対 す る
社 会 保 障 費 等 の 負 担 額 増 加 や、 移 民 の 日 本 へ の 統 合 教 育 不 足、 移 民 管 理 不 足 に よ
る 留 学 生 や 実 習 生 の 失 踪、 外 国 人 技 能 実 習 制 度 に よ る 実 質 的 な 単 純 労 働 者 の 受 入
れ、 そ し て 高 度 外 国 人 材 へ の 日 本 の 魅 力 度 な ど が 主 要 な 課 題 と し て 挙 げ る こ と が
出 来 る。
　
   第 2 章 で は、 前 章 と の 比 較 の 為 シ ン ガ ポ ー ル、 オ ー ス ト ラ リ ア、 ド イ ツ の ３ ヵ
国 の 政 策 を ま と め、 日 本 政 府 が こ れ ら の 政 策 か ら 学 ぶ こ と が 出 来 る 点 を 挙 げ た。
シ ン ガ ポ ー ル か ら 学 べ る 点 と し て は、 移 民 の 厳 重 な 選 別 と 管 理 や 永 住 と 外 国 人 労
働 者 の 線 引 き、 オ ー ス ト ラ リ ア か ら は 移 民 統 合 政 策 と 移 民 数 の 制 限、 そ し て ド イ
ツ か ら は 移 民 受 入 れ の 認 識 や 政 策 の 確 立 の 遅 延 に よ る 移 民 政 策 の 失 敗 に つ い て 取
り 上 げ た。 
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　 ま ず シ ン ガ ポ ー ル の 移 民 政 策 に お け る 特 徴 は、 外 国 人 労 働 者 の 徹 底 し た 管 理
と 永 住 権 と の 厳 重 な 差 別 化 で あ る。 ま ず 管 理 に 関 し て は、 シ ン ガ ポ ー ル で は 建
国 当 時 よ り 外 国 人 就 労 査 証 と し て、 高 度 な 技 術 を 有 す る 人 材 対 象 の 雇 用 パ ス
（Employment Pass: 以 下 E パ ス） と、そ れ 以 外 の 人 材 へ の 労 働 許 可 書 （Work Permit: 
以 下 WP） を 発 給 し て い る。 シ ン ガ ポ ー ル 国 内 の 外 国 人 労 働 者 に は， さ ま ざ ま な
種 類 の 滞 在 査 証 が あ る。 滞 在 期 限 の 制 限 が な い E パ ス と、 滞 在 期 間 の 制 限 と 居 住
移 転 の 自 由 も な く、 シ ン ガ ポ ー ル 人 と の 結 婚 も 許 さ れ て い な い WP に 二 分 さ れ、
非 高 度 人 材 に は 明 確 な 区 別 が あ る。 更 に、WP の 中 で も 産 業 分 野 別 に 熟 練 者 と 非
熟 練 者 が 分 け ら れ て い る。
　2004 年 に は E パ ス と WP の 間 に あ た る S パ ス （S Pass） が 設 置 さ れ て お り、 こ
れ は 中 程 度 の 技 能 と 一 定 の 教 育 歴 が あ る 外 国 人 の 就 労 査 証 で、WP と の 差 別 化 を
図 っ て い る。 い ず れ の 査 証 も 職 種 や 仕 事 の 内 容、 給 与 待 遇、 学 歴、 資 格、 経 験 等
に よ り 細 分 化 さ れ て い る。E パ ス や S パ ス 保 有 者 は 収 入 等 の 条 件 を 満 た し さ え す
れ ば 家 族 を 呼 び 寄 せ る こ と が 出 来 る 一 方 で、WP は 家 族 の 呼 び 寄 せ が 禁 止 さ れ て
い る だ け で な く、 様 々 な 厳 し い 労 働 条 件 の 下 で 働 い て い る。 特 に 家 事 労 働 者 は 義
務 と し て 6 カ 月 毎 の 定 期 健 康 診 断 が 必 須 で あ り、 感 染 症 お よ び 妊 娠 検 査 が 義 務 付
け ら れ て い る。 家 事 労 働 者 含 め WP の 妊 娠 は、 労 働 許 可 の 条 件 か ら 外 れ て い る と
み ら れ、 現 実 的 に は、 国 内 で の 堕 胎 か 出 産 の た め の 帰 国 の 選 択 し か 残 さ れ て い な
い。 工 事 現 場 の ス タ ッ フ は 怪 我 を し て 働 け な く な っ た ら 国 に 帰 ら な け れ ば な ら な
い の で あ る。
　 永 住 権 の 申 請 許 可 も 近 年 厳 重 化 が 進 ん で い る。 永 住 権 申 請 の 条 件 は ① 申 請 者 が
シ ン ガ ポ ー ル 国 民 ま た は シ ン ガ ポ ー ル 永 住 権 保 持 者 の 配 偶 者 ま た は 21 歳 以 下 の
子 供。 ② シ ン ガ ポ ー ル 国 民 の 両 親 （収 入 等 に 制 限 あ り）。 ③ 労 働 ビ ザ の 保 持 者 （E
パ ス 及 び S パ ス）。 ④ 投 資 家 の い ず れ か で あ る。 ① か ② の 場 合、 シ ン ガ ポ ー ル 永
住 権 保 持 者 の 条 件 が、申 請 許 可 の 可 否 に 非 常 に 重 要 で あ る。 そ の 人 の 学 歴 や 収 入、
納 税 額 や そ の 期 間 な ど の 国 へ の 貢 献 度 が、 審 査 に 与 え る 影 響 が 高 い と 言 わ れ て い
る。 ③ の 場 合 も 非 常 に ハ ー ド ル が 高 く、 申 請 前 に 数 年 労 働 ビ ザ で 滞 在 し、 か な り
の 額 の 給 与 が あ っ て も、申 請 が 却 下 さ れ て い る 場 合 も 少 な く な い。 ④ に 関 し て は、
最 低 で も シ ン ガ ポ ー ル 250 万 ド ル を 何 ら か の 形 で 投 資 す る だ け の 十 分 な 資 産 が
あ り、 成 功 し た 優 良 起 業 家 で あ る 事 が、 申 請 の 条 件 と な る。
　 　 続 い て オ ー ス ト ラ リ ア の 移 民 政 策 の 特 徴 は、 移 民 の 統 合 教 育 と 移 民 数 の 制 限
で あ る。 統 合 教 育 に 関 し て、 言 語 に つ い て は、 移 民 者 向 け に 子 供 か ら 大 人 に い た
る ま で の 英 語 教 育 制 度 が 国 に よ っ て 設 け ら れ て い る。 子 供 向 け に は、ESL（English 
as a Secondary Language） と 呼 ば れ る 英 語 を 母 国 語 と し な い 学 生 の た め の 特 別 英 語
授 業 や、 イ ン テ ン シ ブ ・ ス ク ー ル （Intensive School） と い う 英 語 特 訓 校 が あ る。 
大 人 向 け と し て は、無 料 で 510 時 間 の 英 語 訓 練 を 受 け る 権 利 を 与 え る 制 度 が あ り、
政 府 に お け る こ の 制 度 の 年 間 予 算 は、1 億 5300 万 豪 ド ル （お よ そ 150 億 円） で、
毎 年 6000 万 時 間 の 英 語 教 育 を 提 供 し て い る。 
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　 こ の 様 な 移 民 統 合 政 策 は、 移 民 ・ 難 民 が 社 会 へ 自 由 に 参 加 し、 労 働 力 と し て 国
に 貢 献 で き る 環 境 を 整 え る と 共 に、 国 益 や 経 済 的 な 観 点 か ら 見 て 彼 ら の 言 語 力 が
彼 ら の 出 身 国 と の 経 済 貿 易 関 係 発 展 の 為 に 利 用 で き る と い う 事 を 期 待 し て い る。
こ の よ う に、 オ ー ス ト ラ リ ア で は 移 民 ・ 難 民 を 貴 重 な 人 的 資 源 ・ 文 化 的 資 本 と し
て 捉 え て お り、 彼 ら の 経 済 的 潜 在 力 の 活 用 を 念 頭 に 置 い て 移 民 政 策 を 行 っ て い る
の で あ る。
　 移 民 数 に 関 し て は、 非 差 別 的 移 住 政 策 の ポ イ ン ト 制 度
4
と 家 族 帯 同 の 制 限 に よ っ
て 管 理 さ れ て い る。 ポ イ ン ト 制 度 は 労 働 力 と し て 役 に 立 つ 人 や 企 業 家 な ど 経 済 力
の あ る 人 を 優 先 的 に 受 け 入 れ る 為 に 行 っ て い る。 企 業 家 移 民 の 場 合 は、 携 行 す る
資 本 額 が 多 い ほ ど 優 先 さ れ る。 家 族 帯 同 に 関 し て は、 ポ イ ン ト 制 度 に よ っ て 選 ば
れ た 移 民 の 家 族 帯 同 を 認 め る も の で あ る。 原 則 と し て ポ イ ン ト 制 度 の 対 象 で は な
い が 人 数 が 制 限 さ れ て い る た め、 年 齢 の 低 い 人 が 優 先 さ れ、 国 家 の 負 担 と な る 社
会 保 障 負 担 費 の 負 担 額 の 大 き い 高 齢 者 の 帯 同 は 難 し く な っ て い る。
　 ド イ ツ で は、 首 相 の 発 言 や 選 挙 結 果 な ど に よ り、 こ れ ま で の 移 民 政 策 に 対 し て
マ イ ナ ス の イ メ ー ジ が あ る と い う 事 が 見 て 取 れ る が、 そ の 要 因 と し て、 移 民 受 入
れ の 認 識 や 政 策 の 確 立 の 遅 延 が 挙 げ ら れ る。 ド イ ツ の 移 民 流 入 に は 戦 後 四 つ の
フ ェ ー ズ を 踏 ん で 拡 大 さ れ て い る が、 移 民 政 策 の 変 遷 と し て、 ま ず ド イ ツ は 移 民
の 流 入 を 人 口 減 少 や 高 齢 化 な ど の 問 題 へ の 解 決 策 の 一 つ と 捉 え て い た に も か か わ
ら ず、 移 民 受 入 れ 大 国 で あ る と 認 識 し、 そ れ に 伴 う 移 民 政 策 の 強 化 の 必 要 性 に 気
付 き 始 め た の は こ こ 20 年 ほ ど で あ る。 戦 後 当 初、 流 入 し た 移 民 は 一 時 的 で あ り
い ず れ 祖 国 に 帰 る 出 稼 ぎ 労 働 者 で あ る と い う 認 識 が あ り、 移 民 を ド イ ツ に 統 合 す
る た め の 諸 政 策 を と っ て き て い な か っ た と い う 背 景 が あ る。 そ の 後 1980 年 代 に
ド イ ツ 政 府 は こ の よ う な 移 民 に 対 し 帰 国 奨 励 策 を 打 ち 出 し た も の の、 そ の 効 果 は
大 き く な か っ た。 こ れ ら の 移 民 の 問 題 と し て は ド イ ツ 国 内 の 平 均 に 比 べ 教 育 水 準
が 低 く、 ま た ド イ ツ 社 会 の ル ー ル や 法 律 に 対 し て の 教 育 が 不 十 分 で あ っ た た め ド
イ ツ 市 民 と し て 溶 け 込 む こ と が 出 来 ず、 失 業 率 が 高 く 所 得 水 準 が 低 い と い う こ と
が あ る。
　 こ の よ う な 中 で、1998 年 に ド イ ツ の 移 民 政 策 は 大 き な 転 換 点 を 迎 え、 移 民 政
策 の 重 点 が 「 長 く ド イ ツ に 居 住 し て い る 移 民 を ド イ ツ 社 会 に よ り 良 く 適 合 さ せ
る」 こ と と、「国 外 か ら 高 技 能 人 材 を 積 極 的 に 呼 び 込 む」 こ と の 二 つ に 置 か れ た
も の の、 他 国 か ら 移 民 政 策 の 観 点 で 後 れ を 取 っ て し ま っ た た め、 大 き な 成 果 は 見
ら れ な い。
4　英語力、教育歴、仕事の経験や就職先からの移住推薦の有無、労働需要の有無、年齢・壮健さ、
所持金（貯金）の大小に従って点 ( ポイント ) が与えられ、高得点の人から順に移住が許可され
るという制度
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　 第 3 章 で は 移 民 を 受 け 入 れ る こ と に よ る メ リ ッ ト と デ メ リ ッ ト を 含 め た 受 入 れ
国 の 経 済 へ の 影 響 を 理 論 分 析、 実 証 分 析 の 両 方 に よ り 明 ら か に し た。 本 論 文 で は
大 き く 7 つ を 紹 介 し て い る。 一 つ 目 は 労 働 力 の 補 充 と 経 済 成 長 へ の 影 響 で あ る。
経 済 成 長 要 因 の 一 つ が 人 口 や 労 働 力 の 成 長 で あ る が、 日 本 国 内 の 労 働 者 人 口 の 不
足 と い う 問 題 を 外 国 人 労 働 者 に よ っ て 対 応 す る こ と が 出 来 る の で、 理 論 上 日 本 の
経 済 成 長 に 寄 与 す る こ と が 出 来 る と 言 え る。
　 二 つ 目 は 雇 用 量 と 企 業 利 益 へ の 影 響 で、 こ れ は マ ー シ ャ ル の 部 分 均 衡 モ デ ル に
み る プ ラ ス 効 果 で あ る。
   図 4 は 外 国 人 労 働 者 を 受 け 入 れ る う え で、 政 府 が 「受 入 れ 政 策」 を 持 た ず に 市
場 の 働 き に 委 ね て い る ケ ー ス で あ り、 つ ま り 政 府 が 外 国 人 と 国 内 労 働 者 間 に お け
る 賃 金 の 格 差 を 是 正 せ ず に 市 場 に 任 せ た 場 合 に お け る ケ ー ス で あ る。
図 4　労働市場自由化の影響　―外国人労働者の流入効果―
出典（中本博皓 2001：p163）
　 外 国 人 労 働 者 の 受 入 れ に よ る 影 響 は、(1) 国 内 労 働 供 給 曲 線 SS は S’S’ 曲 線 に 下
方 シ フ ト し (2) し た が っ て 賃 金 水 準 は W か ら W’ へ 大 幅 に 下 落 す る。 そ の た め こ
の グ ラ フ か ら、 理 論 上 以 下 の 二 つ の プ ラ ス の 経 済 効 果 が 生 ま れ る。 一 つ 目 は 受
入 れ 国 の 雇 用 量 全 体 の 増 加 で あ る。 外 国 人 労 働 者 を 受 入 れ る こ と で 雇 用 量 が ON1
か ら ON2 に 増 加 し て い る こ と が 図 3-6 か ら 読 み 取 る こ と が で き る。 二 つ 目 は、 企
業 利 益 を 高 め る こ と が 出 来 る と い う 事 で あ る。 低 賃 金 に よ る コ ス ト ダ ウ ン が 可 能
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に な り 利 益 を 高 め る こ と が 可 能 に な る の で あ る。
　 三 つ 目 は 産 出 量 と 日 本 の 経 営 者 へ の 影 響 で あ る。 労 働 人 口 の 移 動 は、 労 働 移 動
に 制 限 が な い 限 り、 両 国 の 賃 金 率 が 等 し く な る ま で 続 く も の と 仮 定 し、 開 発 途 上
国 か ら 外 国 人 労 働 者 の 受 入 れ に よ る 日 本 の 産 出 量 へ の 影 響 に つ い て 検 証 し た。
図 5　外国人労働者の国際間移動と経済効果
出典（中本博皓 2001：p166）
(1) E 点 で 開 発 途 上 国 と 日 本 と の 労 働 需 要 曲 線 が 交 点 を 持 ち、W0 の 賃 金 水 準
で 等 し く な っ て い る。
(2) 開 発 途 上 国 の 賃 金 水 準 は、 は じ め We―C の 水 準、 日 本 は W1―D。
(3) 労 働 者 移 動 前 の 開 発 途 上 国 の 労 働 者 数 は OA、 日 本 は OjA。
　
　 図 5 の 状 態 か ら、 開 発 途 上 国 か ら 日 本 へ の 労 働 者 の 移 動 が お こ る と、 日 本 の 労
働 市 場 で は 労 働 供 給 量 が 増 加 す る の で 賃 金 水 準 は 下 落 し、 一 方 で 開 発 途 上 国 は、
労 働 者 が 減 少 し 賃 金 水 準 は 上 昇 す る。
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　 そ の 結 果、 両 国 全 体 で 産 出 量 を 見 る と、 日 本 の 産 出 量 は EDAB だ け 増 加、 一 方
開 発 途 上 国 の 産 出 量 は ACEB だ け 減 少 し て い る こ と が 分 か る の で、 日 本 は 外 国 人
労 働 者 を 受 け 入 れ る こ と で 日 本 の 産 出 量 を 増 大 さ せ る こ と が で き る と い え る。
   四 つ 目 は、 受 入 れ 国 の 産 業 構 造 へ の 影 響 で あ る。 開 発 途 上 国 か ら 低 賃 金 で 未 熟
練 労 働 者 を 雇 う 場 合、 短 期 的 に は コ ス ト の 削 減 を 出 来 る 一 方 で、 長 期 的 に 低 賃 金
労 働 に 依 存 し た 労 働 超 集 約 的 生 産 方 法 を 続 け る こ と で、 日 本 企 業 の 技 術 革 新 投 資
が 遅 れ、 産 業 構 造 の 高 度 化 に 対 し マ イ ナ ス の 影 響 を 与 え る と い え る。 そ の た め 理
論 上、 日 本 企 業 の 国 際 競 争 力 が 低 下 す る こ と が 移 民 を 受 け 入 れ る 上 で デ メ リ ッ ト
と し て あ げ ら れ る。 こ れ は 実 証 分 析 も さ れ て い る。
　 五 つ 目 は、 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 影 響 で、 高 度 外 国 人 材 の 流 入 は 受 入 れ 国 の イ ノ
ベ ー シ ョ ン を 促 進 す る。 ま ず 理 論 を 説 明 す る と、 ま ず 高 度 人 材 が 移 民 と し て 日 本
に 受 け 入 れ ら れ る こ と で 日 本 に 外 部 知 識 を 輸 入 し、 ま た そ の 上 で 高 度 外 国 人 材 の
出 身 国 と の 知 識 の 移 転 や 交 換 を 継 続 し て 行 う た め の チ ャ ネ ル と な る。 そ し て 高 度
外 国 人 材 と し て 日 本 に 来 た 移 民 自 身 も ロ ー カ ル に 存 在 す る 暗 黙 知 と 形 式 知 を 獲 得
す る こ と で、 イ ノ ベ ー シ ョ ン に つ な が る。 そ し て 何 よ り も 高 度 外 国 人 材 が 企 業 の
中 で 一 人 の 社 員 と し て 働 く こ と に よ っ て 組 織 の 中 に 多 様 性 が 生 ま れ、 そ れ に よ っ
て 議 論 が 活 発 化 さ れ イ ベ ー シ ョ ン を 起 こ す の で あ る。 高 度 な 技 術 ・ 技 能 を 有 す る
外 国 人 を 雇 用 す る こ と で、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 促 進 す る と 結 論 付 け る 実 証 研 究 は ア
メ リ カ を 中 心 に 多 く 確 認 さ れ て い る。
　 六 つ 目 は、 国 内 労 働 者 数 へ の 影 響 で あ る。 外 国 人 労 働 者 の 雇 用 に よ る 最 大 の デ
メ リ ッ ト と 考 え ら れ て い る の は、 日 本 人 雇 用 の 減 少 で あ る。
　 図 4 か ら も 国 内 労 働 者 の 減 少 が 理 論 的 に 読 み 取 る こ と が で き る。 賃 金 水 準 が
W か ら W’ に 下 落 し て も 国 内 の 労 働 力 は ON1 か ら ON3 に 減 少 す る た め、N1N3 の 国
内 労 働 者 は 非 自 発 的 な 失 業 を 強 い ら れ る こ と に な る。
   実 際 に イ ギ リ ス で は、2012 年 に 移 民 政 策 に 関 す る 政 府 の 諮 問 機 関 で あ る
Migration Advisory Committee（MAC） が、EU 域 外 か ら の 移 民 労 働 者 に よ っ て 国 内
労 働 者 の 雇 用 16 万 人 分 が 代 替 さ れ た と 推 計 し た 報 告 書 を 公 表 し て い る。 し か し
こ の 影 響 は EU 域 外 か ら の 短 期 移 民 労 働 者 に よ る も の で あ り、EU 域 内 や 5 年 以 上
国 内 に 滞 在 し て い る 移 民 労 働 者 に つ い て は 同 様 の 影 響 は 見 ら れ な い こ と も 付 け 足
し て い る。
　 七 つ 目 は、 社 会 保 障 費 等 の 財 政 へ の 影 響 で あ る。 外 国 人 労 働 者 を 受 け 入 れ る こ
と で 教 育、 医 療 ・ 福 祉、 住 宅 等 各 方 面 に わ た り、 財 政 支 出 が 膨 大 に な り、 社 会
保 障 費 等 の コ ス ト が 増 大 す る こ と が も う 一 つ の デ メ リ ッ ト と し て あ げ ら れ る。 外
国 人 労 働 者 を 生 活 者 と し て 受 け 入 れ る 中 で、 外 国 人 生 活 保 護 被 世 帯 数 は 年 々 増 加
し て い る。 ま た 日 本 人 に 比 べ て 日 本 国 内 の 外 国 人 の 生 活 保 護 受 給 率 は 高 く な っ て
お り、 外 国 人 失 業 者 に 対 す る 社 会 保 障 費 等 の 負 担 は 大 き く な っ て い る。 こ の 先 外
国 人 労 働 者 が 日 本 人 と 同 じ よ う に 失 業 し た り 高 齢 化 し た り す る こ と に よ り、 社 会
保 障 や 福 祉 制 度 に お い て 負 担 が 増 大 す る と み ら れ る。
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　 こ の よ う に 移 民 を 受 け 入 れ る こ と で プ ラ ス マ イ ナ ス 両 方 の 影 響 が あ り、 移 民 の
受 入 れ と 一 口 に い っ て も、 単 純 労 働 者 な の か 高 度 外 国 人 材 な の か に よ っ て も そ の
影 響 は 大 き く 異 な る こ と が サ ー ベ イ に よ っ て 明 ら か に な っ た。
　
　 第 4 章 で は 政 策 の 課 題 や 各 国 の 移 民 政 策、 ま た 移 民 が 与 え る 経 済 へ の 影 響 を 踏
ま え て、 こ れ か ら 日 本 は ど の よ う な 移 民 政 策 を 進 め て、 現 存 の 制 度 を 改 善 す る べ
き か に つ い て 次 の 五 点 を 指 定 し た。
　 一 つ 目 の 高 度 外 国 人 材 の 獲 得 と 永 住 権 の 許 可 に 関 し て は、 高 度 外 国 人 材 を 積 極
的 に 受 け 入 れ る た め に、 魅 力 的 な 国 づ く り を す る 必 要 が あ る と い う 点 と、 永 住 権
申 請 の 許 可 に は 大 き な ハ ー ド ル を 設 け る 必 要 が あ る と い う 点 を 強 調 し て い る。 こ
れ は、 高 度 外 国 人 材 と 永 住 者 と い う 二 つ の 在 留 資 格 の 間 に 大 き な ハ ー ド ル を 設
け、 申 請 許 可 を 慎 重 に 行 わ な け れ ば、 永 住 者 の 付 帯 家 族 の 大 量 流 入 や 国 民 の 失 業
な ど を 招 く 可 能 性 が あ る た め で あ る。
　 二 つ 目 の 選 別 的 移 民 政 策 に つ い て は、 日 本 の 労 働 者 の 雇 用 や 日 本 の 社 会 秩 序 を
保 ち な が ら 移 民 を 受 け 入 れ る た め に、 シ ン ガ ポ ー ル や オ ー ス ト ラ リ ア の よ う な 厳
重 な 移 民 の 選 別 と、 人 数 制 限 を 行 う べ き で あ る と 主 張 し て い る。
　 三 つ 目 の 政 府 組 織 の 設 置 に 関 し て は、 移 民 を 厳 し く 管 理 す る だ け で は な く、 移
民 に と っ て 暮 ら し や す い 社 会 づ く り の た め の 組 織 の 設 置 の 必 要 性 に つ い て 説 明 し
て い る。
　 四 つ 目 の 日 本 国 民 へ の グ ロ ー バ ル 教 育 に つ い て も、 移 民 に 対 す る 統 合 政 策 だ け
で は な く 日 本 社 会 が グ ロ ー バ ル へ と 成 長 す る 必 要 性 を 説 い て い る。
　 そ し て 最 後 に 五 つ 目 は ド イ ツ か ら の 教 訓 と し て、 移 民 政 策 へ の 認 識 に つ い て 説
明 し て い る。 日 本 は 現 在 移 民 政 策 を 否 定 し て い る も の の、 外 国 人 労 働 者 の 受 入 れ
を 進 め る う え で 移 民 を 前 提 と し た 政 策 を 早 急 に 打 ち 出 さ な け れ ば、 ド イ ツ の 様 に
移 民 の 大 量 流 入 や 移 民 の 貧 困 化 そ し て そ れ に 伴 う 日 本 経 済 の 成 長 を 押 し と ど め て
し ま う と 考 察 し て い る。
　
　 日 本 は 少 子 高 齢 社 会 に よ り 労 働 者 人 口 が 減 少 し て い く こ と が 確 実 視 さ れ て い る
が、 解 決 策 と し て 外 国 人 労 働 者 の 受 入 れ を 進 め る 以 上、 日 本 政 府 は 他 国 の 事 例 や
経 済 学 者 に よ る 様 々 な 分 析 を 前 提 と し た 十 分 な 議 論 を 進 め て、 充 実 し た 政 策 を 確
立 す る 必 要 が あ る。
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